
　

農
業
委
員
会
で
は
、
令
和
二
年
九
月

十
六
日
に
水
稲
の
作
況
調
査
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
調
査
方
法
は
、
平
年
作

と
比
較
で
き
る
よ
う
定
め
て
あ
る
定
点

圃
場
を
中
心
に
十
七
圃
場
を
調
査
い
た

し
ま
し
た
。
作
柄
概
況
は
、
全
生
育
期

間
を
通
じ
て
概
ね
天
候
に
恵
ま
れ
た
結

果
、
十
ア
ー
ル
当
た
り
四
六
〇
キ
ロ
の

調
査
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
度
福
島
県
下
農
業
委
員
会

大
会
が
令
和
二
年
十
一
月
十
二
日
に
福

島
市
の
「
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
」
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の
た
め
、
出

席
人
数
の
制
限
が
あ
り
、
本
町
か
ら
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
永
年
勤
続
農
業
委
員

（
十
二
年
以
上
在
任
）
の
表
彰
が
あ
り
、

本
農
業
委
員
会
か
ら
村
上
源
吉
委
員
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
島
大
学
食
農
学
類
教
授
の

小
山
良
太
氏
に
よ
る
「
震
災
十
年
以
降

の
福
島
県
の
農
業
・
農
村
活
性
化
丨
新

た
な
産
地
形
成
と
食
農
連
携
丨
」
に
つ

一　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て

　

㈠　

農
業
者
支
援
に
つ
い
て

二　

原
発
事
故
か
ら
の
復
旧
・
復
興
へ

の
施
策

　

㈠　

農
地
・
林
地
の
保
全
に
つ
い
て

　

㈡　

安
全
な
農
林
産
物
の
放
射
能
対

　
　

策
に
つ
い
て

三　

継
続
的
施
策

　

㈠　

国
内
対
策
等
の
強
化
に
つ
い
て

㈡　

担
い
手
の
育
成
確
保
・
集
落
営

　
　

農
推
進
対
策
に
つ
い
て

　

㈢　

認
定
農
業
者
の
育
成

四　

女
性
農
業
者
へ
の
取
り
組
み
に
つ

　

い
て

五　

鳥
獣
被
害
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

六　

耕
作
放
棄
地
対
策
の
実
施

七　

環
境
保
全
対
策
の
取
り
組
み
に
つ

　

い
て

八　

農
業
生
産
支
援
対
策
に
つ
い
て

九　

山
木
屋
地
区
の
営
農
再
開
の
推
進

　

に
つ
い
て

十　

農
業
委
員
会
及
び
事
務
局
体
制
に

　

つ
い
て

る
農
地
や
農
業
用
施
設
の
甚
大
な
被
害

な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
経
済
状
況
の
悪

化
に
よ
り
、
農

業
者
の
暮
ら
し

や
農
業
生
産
活

動
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い

ま
す
。

　

本
農
業
委
員

会
は
、
こ
の
危

機
的
状
況
を
踏

ま
え
、
令
和
二

年
十
一
月
十
六

日
、
町
に
対
し

て
令
和
三
年
度

の
農
業
施
策
を

重
点
に
取
り
組

む
よ
う
、
意
見

書
を
提
出
し
ま

し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
並
び
に
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
か
ら
十
年
、
本
町
の

農
業
は
、
風
評
被
害
や
有
害
鳥
獣
被
害

の
拡
大
、
令
和
元
年
台
風
十
九
号
に
よ

川
俣
町農業

委
員
会
だ
よ
り

川
俣
町農業

委
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会
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よ
り
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令
和
三
年
度

川
俣
町
の
農
地
利
用
の
最
適
化
に

　
　
　
　
　
　
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

町
長
に
意
見
書
を
提
出

意
見
項
目

福
島
県
下
農
業
委
員
会
大
会

令
和
二
年
度

福
島
県
下
農
業
委
員
会
大
会

令
和
二
年
度

村上源吉委員

令
和
二
年
産

水
稲
作
況
調
査
報
告

農
地
に
か
か
る
手
続
き
は

　
　
　
　
農
業
委
員
会
へ

●
農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り

●
農
地
に
住
宅
を
建
築
し
た
い
、
駐

　
車
場
・
資
材
置
場
に
し
た
い
な
ど

　
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
で
使
用

　
し
た
い
と
き

●
農
地
に
盛
土
を
し
た
い
と
き

●
農
地
を
相
続
し
た
と
き
　
な
ど

　
農
業
委
員
会
へ
申
請
手
続
き
や
届

　
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

い
て
の
記
念
講
演
も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
・
原
子

力
発
電
所
事
故
並
び
に
令
和
元
年
台
風

十
九
号
か
ら
の
復
旧
・
復
興
対
策
や
担

い
手
の
育
成
・
確
保
対
策
な
ど
、
農
業
・

農
村
の
発
展
に
向
け
た
施
策
に
つ
い
て

の
「
本
県
農
業
の
発
展
に
向
け
た
要
請

書
」
及
び
「
令
和
三
年
度
県
農
業
施
策

に
関
す
る
意
見
書
」
の
提
出
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
農
業
生
産
力
の
増
進
及
び

農
業
経
営
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
担

い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
等
の
「
農

地
利
用
最
適
化
」
へ
の
取
り
組
み
を
踏

ま
え
、
今
後
も
真
摯
に
現
場
に
取
り
組

む
た
め
の
申
し
合
わ
せ
決
議
と
し
て

一　

農
業
委
員
会
の
活
動
強
化
に
つ

　

い
て

二　

農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
に
つ

　

い
て

三　

情
報
提
供
活
動
の
強
化
に
つ
い

　

て
が
読
み
上
げ
ら
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。



　

農
業
委
員
を
拝
命
し
て
三
年
の
任
期

を
迎
え
、
こ
の
度
退
任
さ
せ
て
頂
く
事

に
な
り
ま
し
た
。

　

短
い
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様

の
ご
指
導
を
賜
わ
り
な
が
ら
、
任
期
を

終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
川
俣
町
の
一
農
家
と
し
て
、

「
農
業
」
の
存
続
を
模
索
し
な
が
ら
地

域
の
皆
様
と
共
に
前
向
き
に
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
そ
し
て
避

難
、
台
風
被
害
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
、
高

齢
化
と
少
子
化
、
耕
作
放
棄
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
三
密
ど
れ
も

私
達
が
遭
遇
し
て
い
る
現
象
で
す
。

　

笑
い
話
で
語
れ
る
日
が
早
く
来
て
ほ

し
い
、
必
ず
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

永
き
に
亘
り
、
町
農
業
の
振
興
、
発

展
に
微
力
な
が
ら
務
め
る
事
が
出
来
ま

し
た
の
は
、
皆
様
方
の
ご
協
力
の
賜
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
、
東

日
本
大
震
災
に
併
せ
て
、
東
京
電
力
原

子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
放
射
能
飛
散

で
あ
り
ま
す
。
放
射
性
物
質
の
飛
散
に

よ
り
川
俣
町
の
農
地
も
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　

国
は
、
除
染
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し

ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
到
底
理
解

出
来
ず
、
国
・
県
農
業
関
係
諸
部
局
等

へ
町
農
業
委
員
会
で
陳
情
及
び
要
請
を

行
い
、
そ
の
結
果
、
川
俣
町
方
式
で
の

農
地
除
染
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
土
を
使
わ
ず
農
作
物
を
栽
培

出
来
な
い
も
の
か
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
、
平
成
二
十
三
年
度
よ
り
オ
ー
ル
近

畿
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
て
、
農
学
部

で
の
研
究
「
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
媒
地
で
の

農
産
物
栽
培
実
証
実
験
」
を
川
俣
町
で

活
用
出
来
る
こ
と
が
分
か
り
、
市
場
性

の
高
い
ア
ン
ス
リ
ウ
ム
栽
培
に
取
り
組

む
こ
と
と
な
り
、
参
加
者
十
一
名
で
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
媒
地
活
用
推
進
組
合
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
わ
ま
た
ア
ン
ス
リ
ウ
ム
の
年
間

五
十
万
本
生
産
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
も

農
業
振
興
に
務
め
て
参
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

五
期
十
五
年
に
わ
た
り
務
め
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
初
委
員
の
時
は
何
も
分

か
ら
ず
、
先
輩
の
委
員
の
方
々
か
ら
ご

指
導
を
し
て
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
期
は
農
業
委
員
法
改
正
後
の
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

皆
様
と
進
め
て
き
て
、
道
筋
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
皆
様
と

共
に
農
業
に
務
め
て
参
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
と
し
て
四
期
十
二
年
間
、
農
家
の

皆
様
を
は
じ
め
委
員
・
事
務
局
職
員
の

御
協
力
の
も
と
無
事
に
務
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
地
域
の
皆
様
と
共
に
農
業
に

励
ん
で
参
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
令
和
二
年
十
月

十
六
日
に
、
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
四
班
に
分
か
れ
、

山
木
屋
地
区
以
外
の
農
地
に
つ
い
て
、

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
年
々
、
耕
作
さ
れ
な
い
田
畑
が
増

え
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

退
任
の
ご
挨
拶

　　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
農
業
委
員
会
は
今

迄
に
無
く
大
変
な
年
で
し
た
。懇
談
会
・

認
定
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会
・
視
察

研
修
等
す
べ
て
中
止
と
な
り
、
思
っ
た

運
営
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
経
営
で
は
米
の
買
取
価

格
が
最
低
価
格
と
な
り
農
業
意
欲
に
水

を
さ
し
、
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
・
有

害
鳥
獣
等
の
被
害
で
耕
作
放
棄
地
が
輪

を
か
け
て
毎
年
増
え
、
借
り
手
よ
り
も

放
棄
す
る
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
、
何
か
対
策
を
講
じ
て
解
消

し
な
く
て
は
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
の
感

染
状
況
が
収
束
し
て
ほ
し
い
と
願
う
も

の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

安　

田　

時　

雄

　
　
　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

吉　

彦

　
　
　
　
　
　
　
　

髙　

橋　
　
　

亨

　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

忠　

俊

　
　
　
　
　
　
　
　

村　

上　

源　

吉

　

令
和
三
年
二
月
十
八
日
で
、
五
名
の
方
が
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
退
任
さ
れ

ま
す
。
地
域
の
農
業
振
興
の
発
展
と
農
業
委
員
会
活
動
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
退
任
さ
れ
る
五
名
の
方
よ
り
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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